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はじめに

グローバリゼーションは、情報革命をきっかけにすべての分野に影響を及ぼし
ているが、これに伴って歴史の捉え方、歴史認識の方法、歴史記述のありかたに
ついてもいくつかの変化と課題をもたらしている。そのひとつは、これまでと同
じ事実であっても、それをどのように歴史的に位置づけるかという課題をめぐっ
ては、それが、どのように関連する出来事と繋がっていたか、ということである。
そこから視野や認識をどのように広げていくかということである。いわば中心点
から外側の4方向に広がる認識といってもよい。例えば、いわゆる鎖国政策下の
江戸時代に、どのように外の世界と繋がっていたかという検討をするときなどで
ある。
これに対してグローバルスタディは、グローバリゼーションをひとつの人類社

会における新たな局面として捉え、それ自身が新たなひとつの理念であるという
捉え方である。そして、それが齎した結果やあるいはこれから齎す新たな課題を
検討しようとするものである。例えば、気候温暖化や自然災害、新型インフルエ
ンザH1N1（2009）パンデミックなど、方法的には自然科学の領域にも跨る例
が多く、ひとつがすべてに影響するというグロ－バリゼーションである。これは
包み込み型のグローバリゼーション論である。
グローバリゼーションの動きは、その特徴と影響の是非をめぐって、さまざま

に議論されているなかで、歴史研究の課題としては、従来の個別テーマがどのよ
うにしてグローバルな背景を持ち、グローバルにつながっている中で登場してい
るかという、方法的にグローバルなテーマに結びついていることを論ずる方向が
特徴的である。例えば、19世紀中葉に始まる、中国近代の海関（税関）制度に見
られる外国人税務司制度Foreign Inspectorate in Chinese Maritime Customが、
ロンドン事務所や諸外国の参加など、世界的な特徴を持つものとして議論され始
めている（van de Ven, Hans, “The onrush of modern globalization in the late Qing”,
in Globalization in World History, ed. A. G. Hopkins（New York, W. W. Norton,
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2003）, pp.167-96.）。そこでは、研究の状況として、これまでのような中国近代史
の内外二分法や、テーマの分析の範囲をケーススタディや個別研究に留めること
が独自の意味を持たなくなっている。これは、社会科学の分野でいうならば、社
会学や人類学に対する問題提起であり、国家を基準とし、国家に帰着する研究を
必要とした19世紀以来の社会科学の歴史性が問題とされるであろう。
他方、グローバルなテーマによる検討、すなわち、人類と自然の長期の関係を

も扱う「大歴史Big History」や気候変動と人類社会の関連を扱う領域など、さ
らには、地球規模の問題を、地球規模の視野から扱う交易史、移民史、環境史、
疾病・疫病史、資源史など、あらたなテーマの開拓が見られる。国家を単位とし
そこからの拡大ではなく、前提としてのあるいはさらに言うならばあるひとつの
原理としてのグローバルな視野と方法に基づいた研究である。

グローバルヒストリースタディーとアジア研究

これらの諸特徴を、歴史研究の面であらわしたものが、グローバル・ヒスト
リー・スタディーズと呼ばれる一群の研究である。これは、文字通りグローバリ
ゼーションを歴史的に捉えようとする動機を持つものであるが、とくにアメリカ
における研究が中心をなすといえる。これは、現在のグローバリゼーションが、
世界のアメリカナイゼーションでもあるといわれる中で、アメリカを新しく歴史
化しようとするねらいを持っていると見ることも可能である。またこれらの研究
は一様にアジアの歴史的位置付けを巡って、従来のヨーロッパを先頭とした「近
代世界」の形成ではなく、アジアとヨーロッパとは異なる地域モデルであるとし、
アジア地域の歴史的役割を強調する。そのなかで、アメリカ史をスペイン時代に
まで遡り、南北アメリカ大陸の歴史を「世界史」というより「グローバル・ヒス
トリー」の中に位置付け、ヨーロッパとは異なる地球史的な位置付けを試みてお
り、ある意味ではアメリカにおける新たなアジア論を通した「脱欧＝世界論」で
あるともいえる（Kenneth Pomeranz and Steven Topik, The world that trade cre-
ated: society, culture, and the world economy, 1400-the present, Armonk, N.Y., M.
E. Sharpe, 1999）。そして、このような新たな、歴史の現在的再解釈が進む中で、
〝アジアからのアメリカ論〟が近現代史を通して、現代のアメリカのグローバリ
ズムに重ね合わせながら、再検討される必要があろう（Peter Duus ed., The Japa-
nese Discovery of America: Brief History with Documents, Bedford Books, 1997, ロ
イ・ビン・ウォン「国家と世界のあいだ-アジアにおけるブローデルの〈地域〉-」
『思想』937号、pp．5～30、2002）。
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アジア研究は、このような状況のなかで、世界の不可欠の部分を構成するアジ
アであると同時に、グローバルな世界と絶えず往還し、一方では地域主義を主張
するアジアであり、他方では自己世界を自己完結的に構想するグローバル化した
地域世界である。さらに、かつては国家の下に閉じこめられてきたローカルな事
象を、グローバルに自己表現しようとするアジアである。この状況下に、まず華
南研究・華僑華人研究が突出した理由も充分に首肯される（Calorine Cartier,
Globalizing South China, Blackwell, Oxford, 2001、Aihwa Ong, Ungrounded Em-
pires, Routledge, 1997）。これら内外多層なアジア文化論を本稿では総じてアジア
地政文化と呼びたい。この視点から、従来のアジア論、近代化空間近代国家そし
てアジア文化空間が位置付け直される必要があるといえよう（Andre Gunder
Frank, ReOrient, University of California Press, 1998）。

グローバリゼーションと地域の流動化

グローバリゼーションの動きは、アジア論のみに対して再検討を促しているの
ではなく、これまでのさまざまな地域研究と呼ばれる分野に対しても、さらには
これまでの地域研究の序列の中で中心的位置を占めていた“国家”に対しても、
その位置を流動化させている。
これまで、〈地域〉は〈地方〉として、また国家やグローバルといった次元よ

り身近なものとしてイメージされている。地域と世界の結びつき、あるいは私た
ちの地域、などというときの例である。他方、〈地域〉には非常に広い地域もあ
る。ヨーロッパやアジア・アフリカなどは、この意味で用いられてきた。それら
のなかで地域という表現を使うならば、グローバリゼーションの一つの大きな特
徴は、国家や世界を流動化させ、地域化したという点にもあるのではないかと考
えられる。
そして、この流動状況のなかに、広狭さまざまな歴史的「地域」が再登場や再

結合を繰り返しており、その中では中国をはじめとするアジア各地域の多様な歴
史的空間秩序の理念が一斉に噴き出している。そして、これら流動し再編される
地域関係の組み合わせや地域（統治）理念の歴史的な文脈を取り出し、地域空間
の歴史的表出とそれに伴う地域（統治）秩序理念によって規定される歴史認識を
グローバルに位置づけることが、グローバルヒストリーの大切な課題となってい
る。
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図1 地域関係の系列化

地球（世界＋海洋）

世界

大地域

国家

地域

地方

図2 グローバル時代の地域連関

グローバル世界におけるグローバルとローカルの分岐と結合

世界の地域系列とグローバリゼーションの下での地域空間関係の変化を考える
と、まず、いままでは国家を中心に世界が編成されてきた。（図1参照）左側の
タテの地域系列で空間秩序は系列化・序列化されていたということができる。そ
こでの地球あるいは〈グローバル〉とは、これまで国際関係あるいは世界という
枠組みを前提として理解されてきた。世界を頂点として、その下に大地域――ア
ジアやアフリカ、アメリカ大陸など――があり、その次に領域が地理的に明確に
画定された国家が位置している。さらに国のもとにさまざまな地域―〈地域政策〉
などに想定される空間単位―があって、末端に〈地方〉が位置づけられ、それは
国家の末端を構成する地方でもある。同時に日本史の場合には〈地方史（じかた
し）〉というかたちでローカル（local）やインディジナス（indigenous）の内容
を含み、〈地方（じかた）〉として独自の地方世界を説いていく広がりもある。（図
2参照）

他方、右側の円環、地域関係の無中心ネットワーク図が示している空間関係で
は、グローバル・グローバリゼーションは世界を地球規模で大きくしたというだ
けではなく、歴史的な地域空間の関係をすべて解きほぐし、それらを非序列関係
に置きなおしたということである。したがって、地域研究の多関係性が前面に登
場することとなる。そこにおける地域とはローカルな地域だけではなく国際的な
地域関係をもその視野に含むものであり、地方（ローカル）をグローバルに直結
させることも可能としており、これがいわゆる〈グローカル〉である。これまで
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国家を基準としてそれより上位の地域と下位の地域に序列化されてきた地域が、
〈地域〉という一つの概念をめぐって大小のいろいろな地域関係が自由にコミュ
ニケーションをはじめ、交流をはじめたことがグローバリゼーション検討の最重
要な点であろう。

グローバルスタディの中の移民史

いま、移民史を考えてみよう。これまでの移民研究は近代国家の形成過程にお
いて国民としての成員の認定がおこなわれ、出生基準や血縁基準による人口管理
政策が採られ、その境界を超える人の移動が移民であった。経済学の観点から見
るならば、労働移動により収入を境界の外部に求めることが移民であった。人口
の流動性は、経済要因以外にも政治的不安定による難民など、いくつかの原因が
考えられるが、現在この移民をめぐって問題となっている点は、地球規模で生じ
ている年齢構成の格差であり、この点をめぐる人の移動や移民の課題である。こ
の問題は一言では高齢化社会の到来、と呼ばれているが、その背景や原因、さら
にはその対応を考えるには、グローバルヒストリーの観点と視野が必要であろう。
そして、この問題の検討は、以下の歴史的な問題をその背景に持っているという
ことである。それらは、
1）16－17世紀以来の、ヨーロッパを中心として進められてきた富のヨーロッ
パへの吸収と蓄積、またそれに基づくヨーロッパでの人口増加、

2）18世紀後半以降のヨーロッパにおける生産基盤の形成（いわゆる産業革
命）と、それに基づく原料・製品の世界的な流通と、富のヨーロッパへの蓄
積、

3）アメリカ大陸への移民の開始と、新たな生産基地としてのアメリカの登場
とそれに伴うアジアからアメリカへの移民の増大、

4）第2次大戦後、いわゆる冷戦の時代には、東西両陣営に別れ、軍事・経済・
その他あらゆる分野で競争と対立が進み、それに向けた取り組みがおこなわ
れた。アジアにおいてはアメリカの下に、日本・韓国・台湾・シンガポール
などが加わった。そして、これらの諸国が現在、高齢化・小人口化を迎えて
いる。

華僑・華人研究を例に考えてみると、これまでの華僑・華人研究は、19世紀か
らはじまる中国華南から東南アジアへの移民を主な対象としていた。あるいはそ
れをよりさかのぼってゆくわけである。しかし現在の華僑・華人研究は非常にグ
ローバル化している。とくに1980年代以降は、たとえば朝鮮半島・韓国からの移
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民や、ベトナムなど東南アジアからの移民も非常に増えている。欧米においても
同様である。
このような世界的な循環を最終的にはアメリカが吸収してきたという歴史があ

る。こういった市場至上主義の経済が今後の社会にとってはたしてどういう意味
を持つのか、市場があまりにも社会と社会の生活に入り込みすぎてきたという現
在の状況、市場の動きによって社会が一気に影響を受けるという状況を、社会自
身が持っていた連続性や歴史的な蓄積に照らして、あるいは社会は維持されなけ
ればいけないという前提のもとでどのように考えてゆくのかという課題が存在す
る。グローバルな視角から華僑華人問題を位置づけなおすことが求められている
と同時に、その課題に取り組むことを可能にしている歴史的な条件が強く醸成さ
れていると考えられる所以である。そしてそこには、グローバルな方向へとロー
カルな華僑華人研究を位置づけなおす契機があると同時に、ローカルそのものが
持つグローバル性を明らかにするという課題が同時に存在していると考えられる。

華僑・華人史研究をめぐる東南アジアと東アジアの連続と断絶

近年、華僑・華人研究は、歴史研究を中心とした領域の中のみではなく、現在
進行しつつある中国をはじめとするアジアの政治経済や社会文化の大きな変化の
中で、改めて現在の華僑・華人の動きに関する研究が大変活発になっているとみ
ることができる。とりわけグローバリゼーションの動きの中で、中国の改革・開
放政策が本格化し、市場化の動きの中で、この変動する中国との関係において、
華僑・華人の動きはいっそう加速されているということが出来よう。加えて、こ
の動きの中で中国の対外政策のなかで、華僑・華人の経済的・政治的・人的な資
源を活用するために、積極的に新華僑政策を進め、本国と海外華僑との結びつき
を強めている中で、この傾向の特徴は、中国（史）研究の中においてみるならば、
一方では「複合化・総合化・広域化」を示しており、また他方では「多様化・個
別地域化」を示すという両極への分岐を示しながら進められているように見える。
現在中国で進行する「地縁政治」と表現される「地政的」な広域地域分析は前者
の例であり（庄国土『華僑華人与中国的関係』広東高等教育出版社、2001）、「僑
郷」研究といわれる、帰郷華僑についての研究は後者の例であるといえる（李元
瑾主編『新馬華人：伝統与現代的対話』南洋理工大学 2002年）。
このようにして、華僑・華人研究それ自身も、これらの動きに連動した関心と

テーマを呼び起こしている。別の見方をするならば、華僑・華人研究は、特定の
固定した研究範囲を持つというよりも、グローバルスタディに対応した研究テー
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マとして、再設定することを試みる課題を意味している。その視角からみるなら
ば、現在の華僑・華人研究の主題は、東アジアをめぐる広域地域の動向に密着し、
地域社会レベルの広域ネットワークを明らかにすることを基本とし、グローバル
＝ローカルの往還を明らかにすることになるであろう。現在我々は、グローバリ
ゼーションが華僑・華人問題とその研究に対して持つ影響力の大きさを目の当た
りにしているということである。
「華僑華人」研究は「ネットワーク」研究であると言われる理由もここにある
と思われる。華僑・華人ネットワーク研究をグローバルな視野の下に置くことの
方法的な課題のひとつは、「中国」を基点に放射状に派出する移民ネットワーク
ではなく、また、これまで、ナショナルなテーマとエスニシテイの視点から検討
してきた華僑華人研究を、相対的独自に、グローバルに機能するネットワークと
してすなわち、移民や流動そのものをグローバルスタディの研究対象として措定
するということである。

グローバリゼーションのなかの華僑華人史研究

近年の現代世界をめぐる時代認識と議論の枠組みにおいて、いわゆるグローバ
リゼーションの動きをどのように捉えるかという点が問題となってからすでに何
年かが経過しており、また全球化の問題は決して現在に固有の問題ではなく、す
でに歴史的に存在していたという反応も大きいといえる。
そして、この歴史に見るグローバルな問題は例えばその一つの例としては、G.

E.Hopkins, ed., Globalization in World History（W.W. Norton & Company, New
York, London, 2002）として編集され、「全球化の歴史と歴史の全球化」が方法的
に問題とされ、そのなかで、古典と近代における全球化の歴史、ムスリムの宇宙
観と西洋の全球化、“大西洋”世界における労働、全球主義における帝国・ダイ
アスポラ・言語、などのテーマとともに、近代中国における外国人宣教師がえが
いた全球化、が論ぜられている。すなわち、近代中国に導入された、政治経済的、
財政金融的な制度や運用が、近代世界においてきわめて世界的な課題意識のもと
に行われたことが議論されている。
グローバリゼーションの動きの中で突き動かされた華僑・華人研究は、そこで

は、華僑・華人の問題は、ディアスポラやネットワークとして、そのつながりの
広がりや特徴が議論されるに到っている。そして、帝国のなかの華僑・華人の位
置づけをめぐる検討が生まれてくる。（Aihwa Ong and Donald M. Nonini, editors,
Ungrounded Empire: The Cultural politics of Modern Chinese Transnationalism,
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Routledge, New york, London, 1997）

移民と送金ネットワーク

とりわけ歴史的にまたグローバルスタディーの視点からも注目すべきと考えら
れる領域が東アジア・東南アジアを結ぶ華僑の送金ネットワークであり、それに
伴って形成された歴史的かつ経験的な“デリバティブ”とも呼びうる金融市場で
ある。
アジアの金融市場の重要な要素として、華僑送金や印僑送金の流れをあげるこ

とができる。送金ネットワークは、ネットワーク本来の特徴と利点を体現したも
のであると言える。華僑送金は、ローカルなレベルでは、移民先から移民元への
送金であると表現できるが、このレベルは東南アジアから華南にいたるという長
距離にわたっているため、その内実はきわめて多層であり、経路はきわめて複雑
である。また、外国銀行も積極的に送金業務に参入している。（Frank H.H. King,
The Hongkong Bank in late Imperial China 1864-1902, Vol. 1, Cambridge Univ.
Press, 1987）
そこでは、商品先物取引や金取引も行われており、あたかも現代経済における

金融工学が示すデリヴァティヴなどに似て、さまざまな資金運用の形態があり、
それらをいわば歴史的経験的に先取りしていたともいえるような、きわめて多角
的な資金の動きをともなっていた。したがって、華僑送金ネットワークは、アジ
アの金融問題のみならず、華僑経済を考える場合においても、きわめて重要な歴
史的な経験を示していると考えられる。（鄭林寛『福建華僑匯款』（福建省政府秘
書処統計室、1940年）第五章「僑匯機関和僑匯手続」）
企業経営の視点から見ても、一般的には、商品市場にもとづく生産の組織化、

すなわちチャンドラーモデルにみる階層化による企業の組織化という観点から、
その効率化に向けたトランスアクションコストの減少化が一方では強調されてお
り、市場問題の重要性が注目されてきた。しかし華僑送金をめぐる金融市場の経
営・運用からみるならば、このトランスアクションコストの減少の側面よりも、
むしろ金融市場取引をさまざまな局面、さまざまな段階にネットワーク的にひき
のばすかたちで取引対象を拡大し、さらに、金融市場と各種の商品流通市場の関
係もきわめて多様に形成され、またたえず結びつきを変えて運営されている。こ
の点からみると、華僑送金ネットワークのあり方は、ある意味ではトランスアク
ションの各段階における利益可能性をより拡大し、利益機会をより多様化させて
ゆく方向性をもっているといえる。チャンドラーモデルは、経営において組織化
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を指向することによって利益の全体を拡大しようとすることに対して、華僑送金
にみる経営モデルは、各取引をネットワーク化し、それをより広く結びつけるこ
とによって、利益機会を増大させようとする経営方式でもある、とみなすことが
できる。
華僑送金ネットワークにおいて、東南アジアのＡ地点から華南のＢ地点に送金

されるとき、その過程においてさまざまな段階、さまざまな送金形態、時間的な
ズレを利用した取引、さまざまな商品市場の活用、またさまざまな経営主体をと
おして金融活動がおこなわれていることがわかる。その点では金融ネットワーク
の経営は、決して生産市場の上部に属しているのではなく、それを利用しながら
も独自の論理と構造をもって形成され、むしろ生産構造や商品市場を条件づけて
いるものとして、この金融市場並びに金融ネットワークを考えなければならない
であろう。

移民ネットワークと送金ネットワークの重層

中国やインドなどのアジアの金融市場に対して、長い間ヨーロッパの商人・企
業家・政府は、それを市場と見倣さず、きわめて閉鎖的であり、また独自の内部
的取引慣行に支えられており、かつ資金の保存形態は”退蔵”によるものである
と観察することが多かった。同時に、国際金融についても、アジアの商人はそこ
に進出することはなく、近代以降の広域金融はもっぱら欧米から進出した外国銀
行が関わっていると考えられてきた。
しかしながら、非ヨーロッパ社会に存在した民間金融のネットワークは、地域

経済の内部においても、また広域経済においても、交易網に対応した金融網を持
ち、活発な資金の内部的かつ外部的な移動によって交易活動と表裏一体となった
金融活動が行われていた。
中国を例に取ると、民間庶民金融の内部ネットワークは、「合会」や「銀会」

という民間金融の活動に見ることができる。この組織は合会・標会・揺会などと
地方によって名称は異なり、また形式も異なっているが実質は基本的には同じで
ある。同様な民間庶民金融は朝鮮の契、日本の頼母子、インドネシアのアリサン、
インドのトンティン、など東南アジアからインドを経て、トルコから、北アフリ
カにまでかけて見られる。
会という名称からも明らかなように、この集まりは、地方の社会秩序に基盤を

持ち、臨時的に組織される。会首が最初に受け取り、その後は、一人づつ輪番に
受け取ることとし、一巡すると解散する。構成員は地方社会の構成員と重なって
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おり、受け取った金は個人的資金として活用する他、ときには公共的な目的にも
使用される。商業的な資金がこの会の組織を通して調達されることも多い。
他方、民間金融の外的ネットワークは、広域地域関係に張り巡らされた金融網

として存在した。それは送金のネットワークとしてあると同時に、そのネットワー
クには様々な利益機会を求めて資金が流入した。送金は交易決済や移民送金の目
的を以て行われるのであるが、これらの送金のための資金は、より多くの利益機
会を求めて送金の形や方向を転換させる。いま、歴史的には十二、三世紀に遡り、
十九世紀中葉移行に本格化した東南アジアから中国華南に向けた華僑送金の例を
取ってみよう。
華僑送金を東南アジア現地で引き受ける銀信局（銀信匯兌局）・批局は、零細

な送金資金を手元に留め、ある程度のまとまった資金として投資に運用しようと
する。この送金資金は、シンガポールにおいては次のように運用される。
⑴手持ち資金を外国銀行に預金し、預金利子を得る。
⑵預金を交易品に投資し、貿易取引を香港で決済し、差額を入手する。
⑶資金を為替に投資し、為替売買の利益を入手する。
⑷資金を外国通貨に替え、前記⑴⑶の手段を通して運用する。
⑸資金を金・銀に投資し、ブリオン市場で運用し利益を得る。
⑹資金を地下金融・地下商品に投資する。
⑺資金は基本的に香港金融市場に送られ、そこにおいて華南へ転送されるため
に中国元に転替される。そこにおいても為替市場でも運用が図られる。

⑻香港においても、前記⑴⑵⑶⑷⑸⑹の手段が利用され、改めて利益の拡大が
なされる。

⑼シンガポールから香港へというルートが事情によっては変更され、マレーシ
ア・タイ・インドネシア・フィリピン・ヴェトナムなどの金融市場を経由す
ることにより、一層の利益拡大が図られる。

このようにして、送金者と受取人という当事者間の送金行為はその間に東南ア
ジアならびに香港を含む華南の金融市場のネットワーク中を、形や方向を替えな
がら移動し、そこに資金を提供するという作用をもたらした。そこでは数百万に
及ぶ東南アジア華僑の本国送金のチャネルが、商品市場や為替市場と相互にリン
クすることによって、金融市場の全体を拡大する役割を果たしていた。この点は、
十九世紀中葉以降、インドから東南アジアに移民した印僑においても異なるとこ
ろはない。歴史的に形成されていた華南と東南アジアとの、またインドと東南ア
ジアとの交易・移民関係は、同時に金融市場によって覆われていた。この金融市
場の活力は、ヨーロッパのアジア進出に対して大きな動因を与えていたが、ただ
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し、ヨーロッパ資本がアジアに進出するに際して、それが独自にアジアの金融市
場を開拓したということはなかったといえよう。ヨーロッパ各国が金融的にアジ
アに進出したとき、そこには以下のような状況が前提となっていた。
⑴ヨーロッパとアジアの交易は、商品取引ではヨーロッパの入超であり、その
決済は銀や為替手形によっておこなわれていた。

⑵供給された銀は、アジア域内交易に充当され、域内決済に利用されていた。
⑶金銀比価はアジアの銀が高いため、ヨーロッパ諸国はアジアにおいて比価格
差を利用して金を入手した。

このような条件の中で、ヨーロッパ諸国は、アジア域内交易の決済並びに貸付
に進出したのであるが、そこでは、従来の交易拠点に支店を設ける形で参入した。
具体的にはシンガポールと香港とを二つの拠点とし、両地間に他の多角的な交易
決済網を糾合しつつ、他方では両地と西欧市場とを結びつける形で、活動を進め
た。この過程は、西欧金融資本がアジアに参入することに当たって、既存の金融
チャネルを利用し、そこに資金を大量に投入することによって勢力を拡大して
いったと捉えることができる。そこでは既存の域内金融市場は解体されることな
く、むしろそれを維持し、そのパイプを拡大することが目指されたのである。総
じて、西欧金融資本は、アジアにおいて“勢力”を築いたが、自ら直接に内部に
“浸透”することはなかったと見倣すことができ、西欧資本は、アジア域内経済
と国際市場を結びつける層を分担し、域内商人の活動層と重層関係の立ったので
ある。このことは、十九世紀以降のアジア植民地問題に関する理解に対して多く
の含意を与えていると思われる。

おわりに

通商関係並びに送金・決済関係の緊密化によって、移民社会のネットワークは
一層発達したと考えられる。潮州系華人社会がタイにおいて増加した理由は、こ
の出と入との相互関係の強さによるものであると言えよう。そしてこの関係は、
潮州とタイとの間に幾つかの中継拠点を形作ることによって維持・強化されて
いったと見ることができる。その代表として、香港・シンガポール（マレーシア）
を挙げることができるのであり、華僑送金において見たように、両地は、東南ア
ジアと華南とを結ぶ中継センターであると同時に、両地間の関係はさらに北上し
て、上海・天津・営口・大連へと連なる流通の基幹ルートの一部を構成していた。
そして潮州からの移民ならびに潮州とバンコクとの関係も、この基幹ルートを支
えた歴史的な担い手の一つを示していたと見ることができるのである。
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そしてこれらの多角的なネットワークは、国を単位としてそしてそれらの総合
として構想されている現代世界に対して、まさしくグローバリゼーションの動き
が指し示しているように、グローバルとローカルの往還として機能し始めた現代
世界に対して、歴史的な華僑華人ネットワークは、この動きに沿って対応しうる
歴史的なかつ同時に現代的なネットワーク的な地域形成と地域関係の蓄積を持つ
グローバル世界の中で機能する歴史モデルであると見ることができるであろう。

参考文献
游仲勲編著『21世紀の華人・華僑 一 その経済力が世界を動かす』ジャパンタイムズ2001年
4月

山岸猛『華僑送金－現代中国経済の分析』（論創社、2005年）
原不二夫編、『東南アジア華僑と中国－中国帰属意識から華人意識へ－』アジア経済研究所、
1993年

原不二夫『マラヤ華僑と中国：帰属意識転換過程の研究』（南山大学学術叢書、龍渓書舎、2001
年）

呉華編著『馬新海南族群史料匯編』（馬来西亜海南会館聯合会出版 1999年）
李元瑾主編『新馬華人：伝統与現代的対話』南洋理工大学 2002年
陳嘉榮、張英杰、施宝美、曽雄威、陳春燕『新新関係 一 看新山人如何新加披』土司工作室
2001年

察佩蓉『清季駐新加披領事之探討（1877－1911）』新加披国立大学中文系・八方文化企業公司
2002年

韓方明『華人与馬来西亜現代化進程』商務印書館、2002
庄国土『華僑華人与中国的関係』広東高等教育出版社、2001
李明歓『欧洲華僑華人史』中国華僑出版社、2002
黄昆章・呉金平『加拿大華僑華人史』広東高等教育出版社、2001
李安山『非洲華僑華人史』中国華僑出版社、2000
梅偉強・張国雄『五邑華人史』広東高等教育出版社、2001
曽少聰『東洋航路移民』江西高等出版社、1998
丘立本『従世界看華人』南島出版社、2000
汪新生 主編 喩常森 副主編，『中国―東南亜区域合作与公共理』中国社会科学出版社，2005

年1月
温廣益 主編，『“二戦”后 東南亜華僑華人史』中山大学出版社，2000年9月
蕭曦淸，『中菲外交關係史』正中書局，中国民国84年8月
林金枝編著、『近代華僑投資国内企業史資料選輯（上海巻）』厦門大学出版社、1994年。
鄭林寛『福建華僑匯款』（福建省政府秘書處統計室、1940年）
蕭曦淸，『中菲外交關係史』正中書局，中国民国84年8月
王維『日本華僑における伝統の再編とエスニシティ：祭祀と芸能を中心に・・・』風響社、2001

長崎大学 多文化社会研究 Vol.4 2018

116



年）
王珂編『阪神華僑の国際ネットワークに関する研究』（科学研究成果報告、2005年）
Aihwa Ong and Donald Nonini ed., Ungrounded Empires: The Cultural Politics of Chinese

Transnationalism (Routledge, 1997)
Johannes Pflegerl, Siew-Ean Khoo, Brenda S.A.Yeoh, Verene Koh eds., Researching Migration
and the Family, Asian Metacentre for Population and Sustainable Development analysis,
2003

Tan Chee-Beng, Chinese Overseas: Comparative Cultural Issues, (Hong Kong University Press,
2004)

特

集

２

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
の
視
点
か
ら
の
華
僑
華
人
史
研
究
に
向
け
て

117


